　　年　　組　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　
Step5 問題の原因の探究　
問題の原因を探るため「なぜ〇〇？」などの「問い」を立て、身近な生活や社会における個別事象の定性的な情報やビッグデータなどの定量的な情報に基いて、問題の本質を見つけ出すステップである。ここでは、目的に応じたデータを集めたり、集めたデータを分析したりする、データサイエンスの活用も重要となる。

1．特定した問題を確認しよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
私たちの街は公共交通機関の整備がされていないために気軽に自力で移動できないという問題

・






2．1で確認した問題はなぜ起こっているのか、問題の原因についての仮説を立てるために、起こっている状況や背景を調べてみよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
〇〇線は●駅で、通勤通学時間帯は30分に1本で、利用客が多いが、昼の時間帯は1時間に1本で、利用客がほとんどいない








3．２で調べたことをもとに、問題の原因についての仮説を立てよう。（
＜参考例・指導上の留意点＞
利用客の数に応じた運行本数に設定されているのではないか。
必要に応じて「定性的」の用語について、説明してください。







4．どんな量的なデータを調べるとよいかあたりをつけよう。 
＜参考例・指導上の留意点＞
・〇〇駅の各時間帯における電車やバスなどの本数と利用者に関するデータ
・〇〇列車のコストに関するデータ
・〇〇列車の利便性に関するデータ
・〇〇列車の環境への負荷に関するデータ








5． 4であたりをつけた量的なデータ（数値、グラフ、表など）を分析して、仮説を裏付けよう。
どんなデータをどこで収集し、どう分析するか（分析の方法）

＜参考例・指導上の留意点＞
・各時間帯の利用客の数に関するデータを駅で自分で調べて、表を作成する。
・運行本数の関係に関するデータを〇〇鉄道のWebサイトで収集して、グラフを作成する。
・両方の結果を比較する






データを分析してわかったこと（分析の結果）
・各時間帯の利用客の数に関するデータを駅で自分で調べて、表を作成した。
→朝の時間帯は〇〇人、昼の時間帯は〇〇人であることがわかった。
・運行本数の関係に関するデータを〇〇鉄道のWebサイトで収集して、グラフを作成した。
→朝の時間帯は1時間に〇〇本、昼の時間帯は1時間に〇〇本であることがわかった。
・両方の結果を比較する
→時間帯による利用者数と運行本数は正の相関があった。









問題の原因についての仮説はあっていたか（考察）
時間帯による利用者数と運行本数は正の相関があったことから、利用客の数に応じた運行本数に設定されていることが考察された。










6．分析結果に基づいて、問題の原因について整理しよう。


＜参考例・指導上の留意点＞
利用客が少ないから運行本数が少ないという問題の原因が整理された。







